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■支援の背景

　苫小牧地域では、大小数社のアルミダイカスト関連の企業が自動車用部品を製造しています。

アルミダイカスト製品には、その製造手法上、内部に引け巣等の欠陥が存在するが、製品の不良

率低減や高品質化が求められ、これらの欠陥の低減が急務となっています。さらに近年、部品が

複雑化し、製品内部の欠陥位置と大きさの把握が求められています。そこで、苫小牧市テクノセ

ンターより、X線透過装置を用いて、欠陥位置の深さ方向の情報を調べたいという相談が当場に

あり、被測定物の測定角度を変えて画像を測定し、その画像から欠陥位置を特定するシステムに

ついて指導を行いました。

　

■支援の要点

１．測定物角度調整機の作製

２．X線透過試験の撮影条件の決定

３．X線透過写真の読込み（スキャナー）及び画像処理

４．自動深さ計測ソフトの開発検討

■支援の成果

１．X方向に±90°Y方向に±45°変化できる、角度コントロール試料台が作成できました。

２．自動深さ計測ソフトの開発ができました。

３．開発したシステム構成により、0.5mmの精度で　欠陥の位置検出が可能となりました。
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